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医療福祉相談室から

大腿骨頚部骨折手術後のリハビリテーション目的での転院について

Special feature article 2
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　   「視能訓練士ってどんな仕事しているの？」こんな質問をよく受けます。

視能訓練士の仕事の内容は大きく２つに分けられます。

　1つは眼科医が病気を正確に診断・治療するための基礎となる検査を行うことで

す。具体的には視力、視野、色覚、眼圧、眼球運動、眼底撮影などの検査です。

　もう1つは、弱視（視力の弱い状態）や斜視（ものを見るときに一方の目が正しく

目標に向いていない状態）などの子どもの患者さんに対して、機能向上のための訓

練を行うことです。他にも、視覚障害者のリハビリ指導を行っています。

　弱視や斜視では早期発見し治療すると視覚機能が取り戻せる可能性もあり、視能

訓練士としてのやりがいと責任を感じながら仕事に励んでいます。

　外界の情報の８割は視覚から取り

入れられることが知られており、視覚

は生きていく上で非常に大切なもの

であり、視覚に障害のある患者さん

のストレスは大きいと思います。

　私たちは視能訓練士として少しで

も患者さんの力になれるよう努めて

いきます。

　当院にて大腿骨頚部骨折の手術を受けられた方は、手術から約10日後に抜糸をし、問題がなければリハ

ビリテーション（以下、リハビリ）が中心となります。リハビリに必要とされる日数はお一人おひとりの元々の

身体機能や年齢などによって異なりますので、継続して在宅に至るまでの間リハビリを行った方が良い場合

は地域の回復期リハビリテーション病院へ転院をして、リハビリを行うことになります。

　病院の地域での役割分担により、当院のように救急・手術を担う病院

では、リハビリを専門に行う病院と連携して、ひとりの患者さんを支援す

る「地域連携パス」を導入しています。

　当院では近隣の回復期リハビリテーション病院へスムーズに転院で

きるよう、７つの病院と年に３回の合同会議を通して連携しています。

そして手術実施日にソーシャルワーカーが面談させていただき、本人・

ご家族の希望に応じた回復期リハビリテーション病院への転院支援を

行っています。

　5月21日（火）に、病院ボランティアとして活動し

ていただいている「いちごの会」の皆様に対し、日頃

の感謝の気持ちをお伝えする場として、10周年記

念式典を開催しました。

　当日は、病院長、看護部長が感謝の言葉を述べ、

感謝状ならびに職員からの寄せ書きなど記念品を

贈呈しました。

　「いちごの会」は平成15年より、当時の昭和病院

で活動が始まりました。江南厚生病院になってからも

活動は継続され、現在は40名弱の皆様で会の発展

を支えてくださっています。中には、10年間活動を

継続されているボランティアの方も4名みえます。

　ボランティアの活動は無償であり、地域住民の立

場での自主的な活動です。自分の時間を病院で何

か貢献したいというボランティアの皆様から、職員

は多くの事を学ばせていただいています。

　病院を利用する立場に立った視点での活動は、

「外来」「患者図書室」「緩和ケア病棟」で実施されて

います。「外来」では、正面玄関で車からの乗降時の

支援や案内、車イスの整備などを、「患者図書室」で

は、貸出し用の本のしおりづくりや本の整理、受付の

お手伝い、一部の病棟への本の配達などを、「緩和

ケア病棟」では、病棟の環境整備や患者さんへの行

事のお手伝いなど、幅広くき

め細やかな支援をしていた

だいています。病院で、黄色

いエプロンをつけて活動さ

れている姿をご覧になられた方も多いのではない

でしょうか？

　ボランティア活動に興味関心のある方は、ぜひお

問い合わせください。毎月オリエンテーションを実

施しています。お話を聞かれた上で、皆さんの時間

を病院で生かしてみませんか？








